
学 年 教科等 単元名 日  時 

第４学年 国語科 考えたことを文章にまとめよう 

（教材：世界一美しいぼくの村）（第９時） 
令和８年２月６日(金)  

１ 本時の目標 

 

 

２ 指導過程 

学習活動及び学習内容（★は評価にかかわるもの） 「自律的に学ぶ」ための手立て 

１ 本時の学習について話し合う。 

 ○ 物語の終わり方（感想や考えⅡ） 

  ・「この物語はとても悲しい終わり方だと思う。ヤ

モが『世界一美しいぼくの村』と言っているの

に、最後には突然村がなくなるから。」   等 

 ○ 本時のめあて 

  学級のラストページ本話会を開き、仲間の考えとの

違いを見付けよう。 

２ 学習の見通しをもつ。 

○ 学習形態 

・ 似た考えの仲間との対話 

・ 多様な考えの仲間との対話 

３ 物語の終わり方について伝え合う。（★） 

 ○ 物語の終わり方とその理由（似た考え） 

 

 

 

 

 

○ 物語の終わり方とその理由（多様な考え） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 全体の考え 

４ 物語の終わり方について感じたり、考えたりしたこ

とを音読する。 

○ 物語の終わり方（感想や考えⅢ） 

  （例）「世界一美しいぼくの村」は、ヤモの自慢だっ

た村が突然なくなってしまい、とても悲しい終わり

方だと思う。兄さんが戦争に行っていることや、足

をなくしたおじさんの姿を思い出すと、ヤモがこれ

からどうなるのか心配だ。 

○ 物語の終わり方（感想や考えⅡ）との比較 

５ 本時の学習をふりかえる。（★） 

○ 変容のきっかけ 

  ・「私は、この物語の終わり方についてみんな悲し

い終わり方と感じていると思っていたけれど、

Ｃさんの考えを聞いて、戦争の怖さも感じる終

わり方があると納得した。」        等 

○ 物語の終わり方について感じたことや考えたこと

について複数の教師が書いた文章を提示し、自分の考

えと同じかどうかを問うことで、自分の感想や考えを

想起することができるようにする。 

〇 学級の仲間と自分の考えが同じであるかを問い、本

時は仲間の考えとの違いを見付ける時間であること

を伝えることで、本時の目的意識をもつことができる

ようにする。  

○ グループで対話をする際に、仲間を入れ替えて２回

実施し、自分の考えと仲間の考えとの違いを確かめ合

うことを確認することで、見通しをもち、仲間の考え

への興味をもつことができるようにする。 

○ 仲間との対話をする際には、新たな考えを原稿に加

筆・修正してもよいことを伝えることで、仲間の考え

との違いに気付き、自分の考えを再構成しながら対話

をすることができるようにする。 

○ 事前に学習前の考えを把握し、似た考えをもつ仲間

のグループを意図的に編成することで、似た考えでも

その理由の違いから一人一人の感じ方等に違いがあ

ることに気付くことができるようにする。 

○ 多様な考えの仲間との対話の際には、仲間のどの発

言に納得したのかを問うことで、一人一人の感じ方等

に違いがあることに気付き、自分の考えを見つめ直す

ことができるようにする。 

○ 全体で考えを出し合う際には、どの叙述から「○○

な終わり方」と感じたのかについて問い、子どもの考

えを似た言葉で分けて板書することで、同じ叙述から

でも感じ方等が違うことに気付けるようにする。 

 

 

〇 対話をとおして加筆・修正した「感想や考えⅢ」を

音読する場を設けることで、考えが変容したことや、

考えがより明確になったことを再確認することがで

きるようにする。 

○ 「感想や考えⅡ」と「感想や考えⅢ」を比較してど

のように考えが変わったかを問うことで、理由が増え

たり、新たな視点が加わったりしたなどの変容に気付

くことができるようにする。 

 

○ 考えの変容や、理由の深まりが見られた子どもに対

して、誰の何という発言が考えの変容につながったの

かを問うことで、考えが変容したきっかけに気付くこ

とができるようにする。 

「世界一美しいぼくの村」の終わり方について、感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方等に違

いがあることに気付くことができる。 

Ａ：私は、この物語はとても悲しい終わり方だと思う。ヤモが

「世界一美しいぼくの村」と思っていたのに、最後の場面

で突然村がなくなってしまったから。そして、兄さんが帰っ

てくるはずの春になる前に村がなくなってしまったことを

思うと、もっと悲しくなるから。 

Ｃ：私は、この物語は怖い終わり方だと思う。足をなくしたお

じさんが出てきたり、戦争の様子がたくさん出てきたりし

ているから。 

Ｄ：「その年の冬、村は戦争ではかいされ、今はもうありません。」

という文章から、もしも自分の住んでいる町がなくなった

ら嫌だと感じたよ。 

Ａ：みんなの考えは違うけれど、どれも暗い感じだね。 

Ａ：私は、この物語はとても悲しい終わり方だと思う。ヤモが

「世界一美しいぼくの村」と言っているのに、最後の場面

で突然村がなくなってしまったから。 

Ｂ：僕は少し理由が違って、兄さんが帰ってくる前に、村がな

くなってしまったから悲しい終わり方だと思う。 

Ａ：その文章からも悲しい感じが伝わってくるよね。 



 「世界一美しいぼくの村」の終わり方について、感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方等に違

いがあることに気付いている。                （思考・判断・表現）【記述分析・発言分析】 

 

３ 本時の評価規準 

 

 

４ 板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 指導講評 

 宮崎県教育庁 義務教育課 吉田 健太郎 指導主事 

○ 授業後、「今日学んだことは何ですか。」という問いで、子どもたちにインタビューを行った。「友だ

ちの考えを聞くことで、自分の意見が変わった。」「複数の言葉の候補のなかから、話合いをとおして適

切な言葉を選ぶことができた。」という発言が見られた。子どもたちが学習のなかで得た気付きや変容を、

自分の言葉で捉えようとしている様子が伺えた。ふりかえりを毎回することの難しさがあることが協議の

なかで出てきていたが、ふりかえりを蓄積し、単元末のときに改めて想起することで、子どもなりに学び

とはどのようなことなのだろうと考えるようになる。 

○ 「世界一美しいぼくの村」での印象的な終わり方について感じたことや考えたことを共有し、一人一人

の感じ方等の違いに気付くことができることを目標としていた。目標の達成に向けて、物語の終わり方に

ついて考えを伝え合うことで、一人一人の受け止め方が違うことに気付く活動を取り入れていた。教材の

内容理解を中心とした、教科書を学ぶのではなく、教材をとおして単元の目標を達成する教科書で学ぶ国

語科の学習になっていた。仲間との対話を言葉の力の自覚へとつなげる教師のかかわり方として、これま

での考えと授業後の考えを比べるようにしていた。 

 ○ 今回の授業は、「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」を主な評価の観点としてい

た。しかし、実際の授業場面では「知識・技能にかかわる言葉の高まりも明確に見られた。評価の観点と

の関係において、こうした学びをどのように見取り、価値付けていくかが今後の課題である。 

６ 考察 

 

 

 

 

 

【研究内容１：仲間との対話を生み出すための学習形態の工夫】 

 仲間との対話において、教師が学習前の考えを事前に把握し、似た考えの仲間や多様な考えの仲間との対話の

場を意図的に設定した。その結果として、自分の考えを再構成しながら対話をする姿が見られた。しかし、考え

の伝え合いで終始するグループも見られた。導入時に見られた「同じ終わり方でも理由は違うのではないか。」と

いう子どものつぶやきから、自由に意見交流を行う場を設定していれば、子どもたちの「やってみたい」という

意欲が高まり、自分と仲間の考えをより聞き比べながら、１往復半以上の対話につながっていったのではないか

と考える。今後も、１往復半以上の対話につながる学習形態の在り方については考えていく必要がある。 

【研究内容２：仲間との対話を言葉の力の自覚へとつなげる教師のかかわり方】 

 本時の学習をふりかえる時間を十分に確保し、ふりかえりの視点を掲示していたことで、考えが変容したきっ

かけについて記入する子どもの姿が見られた。また、「誰の何という発言で、自信をもてたり、考えが変わったり

したのか。」を問うたことで、「～さんの意見で、自分の理由に付け足したいところがあった。それは、～。」と子

どもたちが変容のきっかけに気付く姿が見られた。しかし、本時の目標に迫るためには、「納得した仲間の考え」

や「より共感した仲間の考え」等の状況に合わせた問いかけを考えていく必要があるのではないかと考える。 

 

 


